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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　祝！入学・進級！ 
　入学された皆さん、進級された皆さん、おめでとうございます。
新たな気持ちで『今年も頑張るぞ』と“こころ”に秘めている人が多いのではないでしょうか。『今年は頑張れるか
な』と不安な気持ちが大きな人もいるでしょう。
　私たちは、過去の経験をもとにこれから先のことを考えてしまいがちです。新たな輝く未来を手に入れるためには、
過去の経験に加え、様々な人や、本や音楽や絵画や映像などから新たな何かを得て、それを膨らませて考えることが
必要であるように思います。それは、それらからの受け取り方によっては新たな体験をする以上に何か深いものを感じ
ることができる可能性があるからです。
　何が自分にとって大切なのか、何を大切にするべきなのかは、人によって違います。それを自分に常に問いかけなが
ら過ごすことが大事です。自分にとっての輝く未来の幸せとも大いに関連しているからです。
　周りの友だちが、幸せそうに見えるかもしれません。周りの誰もが笑顔でいるように見えることがあります。本当にそ
うでしょうか。映画『男はつらいよ』の主題歌の歌詞の一節の『顔は笑って腹で泣く』というように、周りの目のあると
ころでは、元気に振舞っている人もいるのです。もちろん、いつも元気な人もいま
[image: 輝く未来イラスト｜無料イラスト・フリー素材なら「イラストAC」]す。でも、それはほんの少数の人だけのように思います。
誰もが不安の中で生きているのです。人は不安だから誰かと一
緒にいたくなります。誰かと一緒にいると“こころ”が安心します。その誰かは、小さいときは家族、少し大きくなると同年代の友だち、もう少し成長すると異性の友だちというように変化していく人が多いように思います。
　臨床家の東豊さんは、臨床を学びにあたって次のように語ってい
ます。「人が本気で学べるときは、自分がだめだと思っていると
きです。『自分はそこそこうまくやれている』と思っている時は、あ
まり吸収できないようです。もしも、うまくいかなくて自信が持
てず、落ち込んでいる人がいたとしたら、その人に一番伸びる
チャンスがあるということです。本気で困らないと人間は変わりません。だから、『うまくいかないことを喜べ』それは
チャンスだと思いますね。」と述べています。これは、臨床の道だけでなく、私たちが生活していくうえにおいても言え
ることではないでしょうか。本当に苦しい時ほど、とても多くのことを学べているのだと考えれば、違った“こころ”の
持ち方が生まれてくるかもしれません。
　人は思い込むと、その考えからなかなか抜け出せません。そのとらわれた考えから抜け出すことが、人生をより豊
かにすることに繋がっていくように思います。
　　今年度、スクールカウンセラーとして勤務させていただきます竹口です。
どうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　４月来校予定
１７日（金）　・　２４日（金）　　　　　　　　　　１０：０0～1６：００　　　　　　　　　　
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